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スクールアルバムで培った高品質印刷
ご満足いただけるデザインを提案
地域密着ならではのきめ細やかな対応

ダイコロなら

枚方・交野・寝屋川 エリア限定

（例） チラシ／A4サイズ／片面カラー／1,000枚 ＠9.5円（税込＠10.45円）〜

企画からデザイン、印刷・納品までトータルにサポート！！

072-867-3436
ダイコロ株式会社 大阪本社営業２課

印刷物・ノベルティ商品
制作キャンペーン

・ヒアリング ・ご提案 ・撮影 ・編集 ・デザイン ・印刷 ・製本 ・配送
企画 デザイン 印刷・納品

お気軽に
お問い合わせ
ください
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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：正副会頭

北大阪商工会議所北大阪商工会議所　公式アプリ開設
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

What's Entrepreneurship Vol.2

起業家の神髄
後編

特　集
北大阪商工会議所公式アプリをスマホに
入れていただくと、補助金等施策情報を
始め、確定申告、源泉徴収、労働保険年度
更新の各時期など経営に必要な情報をリアル
タイムで通知、情報に直接アクセスでき、
経営の羅針盤としてご活用いただけます！
今すぐダウンロードを！



シンワシステム株式会社

クモンホールディングス株式会社
https://kumonholdings.com/



Nijiriguchiの躙り口

北大阪商工会議所　正副会頭

新年号の表紙は、当所の久門哲
男会頭（クモンホールディングス
㈱ 代表取締役、写真中央）、佐々
木啓益副会頭（吉泉産業㈱ 代表取
締役、写真中央左）、村田孝義副
会頭（㈱アクセス 代表取締役社長、
写真中央右）、寺村眞悟副会頭（枚
方信用金庫 顧問、写真左）、松本
秀作副会頭（ダイコロ㈱ 代表取締
役社長、写真右）。商工会議所の
正副会頭、それはつまり北大阪経
済界を牽引するトップランナーだ。
本年も会員の皆様のご意見に耳を
傾け、皆様に喜んでいただける商
工会議所を目指す。

令和５年１月１日　毎月１日発行　通巻621号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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新年あけましておめでとうございます。
皆様方におかれましては輝かしい新年をお迎えの

こととお慶び申し上げます。
旧年中は当商工会議所に対しまして、格別のご高

配を賜り厚く御礼申し上げます。本年も、更なる
サービスの向上に努めてまいりますので、会員の皆
様方を始めご関係各位におかれましては、ご支援、
ご協力をいただきますようよろしくお願い申し上げ
ます。

皆様のおかげさまをもちまして、令和４年10月
24日の臨時議員総会におきまして、役員の改選が
無事に承認されました。正副会頭、専務理事は全て
再任となりました。監事、常議員の皆様も選任され、
新たな体制でスタートしております。この任期３年
間、精一杯商工会議所の運営を舵取りし、皆様のお
役に立ち、親しんでいただける商工会議所を目指し
て進んでまいりますので、引き続きご厚情賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

さて、依然として燻る新型コロナウイルス感染症
の影響や激変する世界情勢の中で、とりわけ我が国
では、世界経済から取り残されることのないように
経済活動を一刻も早く回復基調へ推し進めていく必
要があります。我々商工会議所としても地域経済の
置かれている現状に強い危機感を持って、このピン
チをチャンスに転換させ、見えざる危機に一矢報い
るようなチャレンジ精神を持って事業者支援、地域
活性事業等に取り組む必要があると考えます。

そのためにも、国策であるエネルギー価格高騰へ
の対策、省エネルギー対応促進、事業再構築支援、
事業承継支援、スタートアップ支援、リスキリング

等による人への投資の支援、GX・DX投資の支援、
金融機関を通じた資金繰り支援など、多くの有効な
中小企業・小規模事業者支援施策を事業者の皆様へ
タイムリーにお届けするために、会報誌や公式アプ
リ、LINEなど、リアルとデジタルのツールを組み
合わせたオムニチャネルで発信するとともに、セミ
ナーや経営相談、事業計画作成支援などを通して、
事業者に寄り添った伴走型の支援に引き続き取り組
んでまいります。

本年、北大阪商工会議所は75周年を迎えます。
枚方市・寝屋川市・交野市の管内三市において、

会員事業者を始めとする地域の事業者それぞれの事
業の発展が地域経済の発展につながるとの思いを
持って、地域に根差してサービスを提供してまいり
ました。今後ますます多様化する事業者のニーズに
お応えできる商工会議所を目指して、これからも
運営してまいります。

新会館の建設におきましては、設計会社の選定が
終わり、現在は基本設計に取り組んでおります。新
会館建設特別委員会において基本となる方向性の話
し合いを進めていただくとともに、正副会頭及び事
務局でも建設に向けて鋭意取り組んでおりますので、
ご理解のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

会員の皆様方ならびに関係各位におかれましては、
令和５年が希望に溢れた輝かしい年となりますよう
お祈り申し上げ、皆様から必要とされる北大阪商工
会議所であるように努力してまいりますことをお誓
いし、私の年頭のご挨拶とさせていただきます。

本年もよろしくお願い申し上げます。

明けましておめでとうございます。
2023年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。

はじめに
私は、昨年11月の会頭就任時に「日本再生・変

革に挑む」とした所信を表明し、「変革の連鎖」に
よって日本再生を成し遂げるために全身全霊を傾け
ることを会員の皆さまに誓いました。また、その後、
全国各ブロックの商工会議所の皆さまや都内の中小
企業経営者と対話する機会を得て、「現場主義」と

「双方向主義」を継承・徹底させていかなければな
らないとの思いを新たにしました。われわれ商工会
議所は、今年も一丸となって事業者の皆さまの声を
適切に政策提言や事業活動に生かしつつ、地域経済、
日本経済の発展のために力を尽くしてまいります。

当事者意識を持ち自己変革を
さて、わが国は、過去20年以上にわたり物価、

賃金、生産性がほぼ横ばいという停滞が続き、先進
諸国に比して相対的に競争力は低下しています。さ
らに、昨年、コロナ禍に加え、ロシアのウクライナ
侵攻、世界的なインフレなど、大きな環境変化が
次々と押し寄せ、極めて予測困難な状況が続いてい
ます。

本年は、こうした大きな環境変化に対応しつつ、
人口減少や少子高齢化、社会保障費の拡大、財政赤
字、人手不足、エネルギー問題、さらには加速する
デジタル化やグローバル化への対応などの構造的課
題にわが国が正面から取り組み、成長軌道に戻して
いくための重要な年になると認識しています。足元
では、複合的な要因による物価上昇・円安の影響で
中小企業は厳しい状況に置かれていますが、われわ
れ、企業が成長の原動力であるという当事者意識を
持ち、現実を直視し、果敢に自己変革に挑まなけれ
ば、この時代を生き抜くことはできません。今こそ、
渋沢栄一翁の「逆境の時こそ、力を尽くす」という
信念に学び、企業経営者が積極的に行動を起こして
いかなければなりません。

私は、経営者の責務は、経済価値、社会価値、環
境価値の三つを同時に追求すること、即ち社会に責
任を持ち、貢献することだと考えています。中小企
業は、変化に対する柔軟な対応力を有しており、経
営者と現場の距離も近く、経営者の理念を共有しや
すい土壌があります。中小企業こそが自己変革と地
域貢献・社会貢献の主役であり、日商の会頭として、
私が先頭に立って自己変革に挑戦する中小企業のイ

ノベーション創出と付加価値向上を通じた成長を支
援、大企業と中小企業が共存共栄できる社会を目指
していきたいと考えております。

企業の挑戦を支える環境整備を
一方、政府の重要な役割は、企業の挑戦を支える

ための環境整備にあります。特に「民間投資の強力
な推進」「持続的に賃上げできる環境整備」「サプラ
イチェーンの強靭化と経済安全保障」「多様な人材
が活躍できる国づくり」の四つの対応を政府には求
めたいと思います。資源を持たないわが国が持続的
に成長するためには、競争力のある「科学技術創造
立国」としての地位の確立を目指し、成長のエンジ
ンとなる新たな産業分野へ投資を強力に促進してい
くことが不可欠です。そのためにも、政府は、新し
い資本主義の重点投資４分野における官民の適切な
役割分担、リスクシェアリングを図り、企業の成長
期待を高めるとともに、十分な規模の政府支出、税
制、民間投資を促す大胆な規制改革に取り組んでい
ただきたいと思います。

エネルギーに関しては、安定供給の確保とともに、
2050年カーボンニュートラル実現に向け、GXの
活用や原子力を含むエネルギー政策を政府が前面に
立って推進することが求められます。さらに、中小
企業が賃上げできる環境整備に向けて、取引価格の
適正化、デジタル化の推進等、生産性向上への支援
強化が必要です。生産拠点の国内回帰を含め、多様
化する供給網の整備も急務であり、企業の予見性を
高め、自由な経済活動を阻害しない経済安全保障に
取り組むべきであると考えます。

志を高く、新時代を切り拓く商工会議所に
商工会議所としては、地域の第一線で活躍する会

員企業の皆さまと共に、こうした課題や変化をタイ
ムリーに察知し、商工会議所自らも変化に対応でき
る強い足腰を鍛え、「中小企業のイノベーション創
出・成長支援」「大企業と中小企業の共栄共存の実
現」「人と企業が輝く地域の創造」の３本柱の実現
に向け、全力で取り組んでまいります。

昨年、日本商工会議所は100周年を迎えました。
次の100年に向けて、本年が、「日本再生・変革に
挑む」ための力強い一歩を踏み出す年となるよう、
スピード感をもって実行していく組織、志を高く、
新しい時代を切り拓いていく組織を目指してまいり
ます。皆さまの一層のご支援とご協力を心からお願
い申し上げます。

令和５年（2023年）

謹賀新年　新年のご挨拶
2023年 小林会頭・年頭所感

「日本再生・変革に挑む
～志を高く、新しい時代を切り拓く～」

日本商工会議所
会 頭 小 林 　 健 会 頭　久 門 哲 男

北大阪商工会議所

会 頭 久 門 哲 男 副 会 頭 佐々木啓益
副 会 頭 村 田 孝 義 副 会 頭 寺 村 眞 悟
副 会 頭 松 本 秀 作 専 務 理 事

事 務 局 長 谷 本 雅 洋
職 員 一 同
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場
と
し
て
、
ま
た

資
質
向
上
と
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
企

業
の
発
展
と
豊
か
な
地
域
経
済
社
会
を
築
く
こ
と
。

令
和
２
年
４
月
現
在
、
全
国
4
7
0
カ
所
の
商
工

会
議
所
に
設
置
さ
れ
、
日
本
Y
E
G
加
入
青
年
部

は
4
1
5
カ
所
を
数
え
る
。
そ
の
中
で
も
北
大
阪

商
工
会
議
所
の
青
年
部
は
全
国
一
の
規
模
を
誇
り
、

こ
の
度
全
国
会
長
研
修
会
の
開
催
地
に
も
選
ば
れ

て
い
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

日
本
政
府
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
注
力

日
本
政
府
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
約
１
万
社
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
が
日
々
新
し
い
挑
戦
を
し
て
い
る
。
し

か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
活
躍
す
る
企
業
は
ま
だ
ま

だ
ご
く
一
部
。
世
界
で
戦
い
、
勝
て
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
を
生
み
出
し
、
日
本
発
の
革
新
的
な

技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
世
界
に
新
し
い
価
値

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
れ
が
経
済
産
業

省
が
推
進
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
育
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
J-Startup」
だ
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
ま
ず
、
選
抜
と
集
中
支

援
に
よ
る
ト
ッ
プ
層
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
。

ト
ッ
プ
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
、
ア
ク
セ

ラ
レ
ー
タ
ー
、
大
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担

当
な
ど
が
、
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
約

1
0
0
0
0
社
の
中
か
ら
一
押
し
企
業
を
推
薦
。

外
部
審
査
委
員
会
が
推
薦
内
容
を
尊
重
し
つ
つ
企

業
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
厳
正
な
審
査
で
選
ば
れ
た
企

業
を
J-Startup企
業
と
し
て
選
定
す
る
。

次
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
ス
向
上
・
連
携
強
化
体
制
を
行
う
。
選
定

さ
れ
た
J-Startup企
業
を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
構
築
。
民
間
支
援
機
関
・
N
ED
O
・

JET
RO
・
M
ET
Iに
よ
る
事
務
局
が
中
心
と
な

り
、
J-Startup企
業
と
サ
ポ
ー
タ
ー
、
政
府

機
関
を
結
び
つ
け
、
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
支
援
す
る
。
例
え
ば
、
政
府
の
支
援
は
、

J-Startupロ
ゴ
の
使
用（
選
定
企
業
と
し
て
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
国
内

外
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
P
R
、
大
臣
等
政
府
の
海
外

ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
、
海
外
・
国
内
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
へ
の
出
展
支
援
、
各
種
補
助
金
等
の
支
援

施
策
に
お
け
る
優
遇
、
手
続
き
の
簡
素
化
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ（
大
企
業
幹
部
、
省
庁
等
へ
の

個
別
の
つ
な
ぎ
）、
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の

積
極
活
用
、
規
制
等
に
関
す
る
要
望
へ
の
対
応
、

な
ど
。
民
間
の
支
援
は
、
事
業
ス
ペ
ー
ス
の
提

供
・
料
金
優
遇（
オ
フ
ィ
ス
・
工
場
空
き
ス
ペ
ー

ス
・
研
修
施
設
・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
等
）、
ロ
ボ
ッ

ト
、
製
品
・
部
品
、
イ
ン
フ
ラ
網
等
を
使
っ
た
実

証
実
験
へ
の
協
力
、
検
証
環
境
や
解
析
機
器
の
提

供
、
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
モ
ノ

づ
く
り
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
優
遇
、
専
門
家
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
自
社

顧
客
・
関
係
会
社
等
の
紹
介
な
ど
。

さ
ら
に
、
J-Startup企
業
の
海
外
展
開
を
支

援
し
て
く
れ
る
。
JET
RO
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
セ

ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
、
Startupツ
ア
ー
な
ど

を
利
用
し
、
J-Startup企
業
の
海
外
展
開
を
支

援
。
JET
RO
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ

ン
ハ
ブ
と
は
、
先
進
地
域
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
が
、

海
外
進
出
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
対
し
、

昨
年
11
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
日
本

Y
E
G（
Young 

Entrepreneurs 

G
roup）こ

と
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催
で
全
国
会
長
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
催
地
は
北
大
阪
で
あ
る
。

当
所
青
年
部
が
こ
の
北
大
阪
の
地
に
全
国
の
各
単

会
Y
E
G
を
束
ね
、
日
本
・
地
域
を
代
表
す
る
約

2
0
0
0
名
も
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
を
お
招
き

し
た
。

超
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
、
急
激
な
物
価
高
・
円
安
…
課
題
に
満

ち
た
こ
の
時
代
に
こ
そ
必
要
な
の
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
変
革
を
実
行
に
移
す
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
だ
。
人
類
は
数
百
年
に
渡
っ
て
、
問
題

が
起
こ
る
た
び
に
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
と
共
に
成
し
遂
げ
て
き
た
。
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
は
起
業
家
で
あ
る
。「
業
」
を

「
起
」
こ
す
に
は
、
社
会
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い

て
、
対
価
を
支
払
う
価
値
が
あ
る
か
を
見
極
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
社
会
が
求
め
る
」
と
こ
ろ

に
は
必
ず
課
題
が
あ
る
。
そ
の
課
題
を
解
決
で
き

る
事
業
を
起
こ
す
こ
と
こ
そ
が
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
た
る
人
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

2
0
2
2
年
７・
８
月
号
特
集
の
「
W
hat's 

Entrepreneurship」
で
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
と
は
何
な
の
か
を
深
掘
り
し
、
社
会
で
ど
う

い
っ
た
役
割
を
果
た
し
、
意
義
を
成
し
て
い
る
の

か
整
理
し
た
。
そ
し
て
12
月
号
で
は
、
V
O
L.2

と
し
て
、
さ
ら
に
要
素
を
整
理
し
、
具
体
的
に
ど

う
い
っ
た
起
業
家
が
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
体
現
し
て
い
る
の
か
、
FO
RBS 

JA
PA
N
で

紹
介
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
起
業
家
の
一
部
を

紹
介
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
お

さ
ら
い
を
す
る
と
と
も
に
、
国
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
、
具
体
的
な
事
業
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

我
ら
が
北
大
阪
の
若
い
芽
に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ

て
そ
の
神
髄
を
考
察
し
た
い
。

Vol.1を
振
り
返
る

Entrepreneur（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
）と

は
、
広
義
で
は
起
業
家
全
般
を
指
す
。
ま
た
、
起

業
家
の
枠
に
留
ま
ら
ず
Entrepreneurship

（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
）を
発
揮
で
き
る

人
材
や
経
営
者
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
俗
語
の

Entrepreneurshipア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
）と
は
、
日
本
語
で
は
「
起
業
家（
企
業
家
）精

神
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
起
業
す
る
人
に

特
有
の
資
質
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
が
ち
だ
が
、
実

際
は
、
新
し
い
事
業
を
創
造
し
、
リ
ス
ク
に
挑
戦

す
る
姿
勢
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
で
求
め
ら
れ

る
、
精
神
と
い
う
よ
り
は
、「
起
業
家
的
行
動
能

力
」
と
訳
す
こ
と
が
、
よ
り
基
本
概
念
に
近
い
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
革
新
と
は
ど
う
い
っ

た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
た

だ
社
会
や
仕
組
み
を
変
え
る
＝
変
革
す
れ
ば
い
い

と
い
う
話
で
は
な
い
。
変
革
に
は
良
い
意
味
で
改

善
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
悪
い
意
味
で
改
悪
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
か
ら
だ
。
悪
い
方
向
へ
進

む
の
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
舞

台
の
背
景
、
歴
史
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
社

会
構
造
ま
で
、
あ
る
程
度
把
握
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
タ
ダ
で
さ
え
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
革
新
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ

と
で
あ
り
、
社
会
実
験
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、

や
っ
て
み
な
く
て
は
誰
に
も
そ
の
結
果
を
見
通
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
少
し
で
も
成
功
率
を
上
げ
る

た
め
に
、
そ
れ
な
り
の
予
備
知
識
や
思
考
力
が
求

め
ら
れ
る
。

世
界
最
大
規
模
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
「
オ
ラ
ク
ル
」
の
創
業
者
、
ラ
リ
ー
・

エ
リ
ソ
ン
。「
I
T
業
界
の
寵
児
」
と
言
わ
れ
る

同
氏
は
、
人
生
の
岐
路
に
お
い
て
常
に
、
自
分
の

情
熱
が
傾
く
方
向
へ
と
動
い
て
き
た
。
そ
の
決
断

力
と
行
動
力
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
も
見
習

日本YEG全国会長研修会　ひらかたパークでの大懇親会

起業家の神髄
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現
地
情
報
の
提
供
や
メ
ン
タ
リ
ン
グ
、
現
地
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
支
援
す
る
窓
口
だ
。

選
定
分
野
は
「
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
型
」「
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
」「
SD
G
s型
」
の
３
種
。

我
こ
そ
は
！
と
い
う
方
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

北
大
阪
に
も
新
た
な
種
が

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
種

は
決
し
て
対
岸
の
種
で
は
な
い
。
北
大
阪
に
も
そ

の
種
は
芽
生
え
始
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
大
阪
工
業
大
学
で
は
「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
設
立
支
援
制
度
」
な
る
も
の
が
あ

る
。
同
大
学
で
は
日
頃
の
研
究
成
果
を
社
会
実

装
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
に
応
用
で
き
な
い
か
常
に
試
行

錯
誤
さ
れ
て
い
る
。「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

設
立
支
援
制
度
」
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
種
を
教

授
陣
と
学
生
の
ア
イ
デ
ア
の
創
発
に
よ
っ
て
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
昇
華
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
社
会
実
験
と
社
会
実
装
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
だ
。

そ
の
中
で
も
当
所
事
業
と
関
連
の
あ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
を
社
会
実
験
の
場
と
し
て
活
用
し
、
全
国
へ
横

展
開
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
。
今
回
は
そ
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
種
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

【
分
散
セ
ン
サ
に
基
づ
く
危
機
管
理
A
I
シ
ス
テ

ム
の
実
現
及
び
事
業
化
　
大
阪
工
業
大
学
大
学
院

情
報
科
学
研
究
科
　
豊
味
諒
磨
】

〈
豊
味
諒
磨
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
資
質
＝
①

②
③
⑧
〉

豊
味
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
毎
月
第
２
日
曜
日
、
枚

方
宿
で
開
催
さ
れ
て
い
る
五
六
市
。
五
六
市
に
は

当
所
も
中
小
企
業
支
援
の
一
環
で
関
わ
っ
て
い
る
。

彼
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
分
散
セ
ン
サ
を
用
い
て
来

場
者
・
ス
タ
ッ
フ
の
位
置
情
報
を
把
握
し
、
A
I

で
分
析
す
る
と
い
う
も
の
。
何
が
革
新
的
か
と
い

う
と
、
従
来
は
来
場
者
や
交
通
量
の
カ
ウ
ン
ト
、

人
流
調
査
な
ど
は
、
調
査
員
を
定
点
に
配
置
し
、

ス
イ
ッ
チ
式
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
目
視
と
手
作
業
で

カ
ウ
ン
ト
、
そ
れ
を
紙
に
転
記
し
、
デ
ジ
タ
ル
情

報
と
し
て
手
入
力
、
さ
ら
に
そ
の
数
値
を
人
が
経

験
と
推
測
に
よ
っ
て
分
析
す
る
、
と
い
う
非
常
に

手
間
の
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
を

セ
ン
サ
ー
と
A
I
を
用
い
る
こ
と
で
人
を
介
す
る

こ
と
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
自
動
的
に
数

値
化
す
る
と
と
も
に
、
A
I
で
分
析
、
行
政
や
関

係
機
関
、
店
舗（
商
圏
分
析
な
ど
）が
求
め
る
情
報

を
瞬
時
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

を
考
案
し
、
実
装
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
仕

組
み
は
災
害
時
の
避
難
誘
導
や
コ
ロ
ナ
禍
の
三
密

回
避
な
ど
に
も
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
的

調
査
の
際
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
「
情
報
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
課
題
が
数
段
階
も
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
、

そ
の
結
果
、
活
用
シ
ー
ン
が
大
幅
に
広
が
っ
た
。

ま
だ
社
会
実
験
段
階
だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
で
き

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
全
国
の
1
7
1
8
あ
る
市
町
村

が
毎
年
数
十
万
～
数
百
万
円
を
使
っ
て
実
施
し
て

い
た
交
通
量
調
査
に
係
る
人
件
費
が
大
幅
に
カ
ッ

ト
さ
れ
、
予
算
の
使
い
道
が
彼
ら
の
設
備
導
入
費

用
と
運
用
費
用
、
A
I
ソ
フ
ト
の
使
用
料
に
置
き

換
わ
る
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
従
前
の
人
件

費
と
比
べ
れ
ば
大
幅
に
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
で
き
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
災
害
時
の
情
報
と
し

て
も
活
用
で
き
る
と
な
れ
ば
、
行
政
側
か
ら
す
れ

ば
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い
情
報
源
と
な
る

は
ず
だ
。
彼
ら
は
神
戸
大
学
と
も
協
業
し
、
豊
味

が
C
E
O
候
補
、
藤
野
が
C
T
O
候
補
と
な
っ
て

2
0
3
3
年
に
は
I
P
O
を
目
指
す
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
特
別
な
身

体
能
力
や
生
ま
れ
つ
い
た
才
能
を
測
る
も
の
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
「
起
業
家
的
精
神
」
で
あ
り
、

「
起
業
家
的
心
得
」
で
あ
る
。
先
述
の
９
つ
の
要

素
を
読
み
違
い
し
て
し
ま
う
人
は
さ
て
置
き
、
種

が
あ
り
、
育
て
る
環
境
が
あ
り
、
花
を
咲
か
せ
る

栄
養（
資
金
な
ど
）が
あ
れ
ば
花
開
く
の
だ
。
種
は

ど
こ
に
あ
る
の
？
と
問
わ
れ
れ
ば
、「
社
会
課
題
」

を
探
し
に
行
け
ば
い
い
、
と
答
え
よ
う
。
ビ
ジ
ネ

ス
の
種
は
い
つ
も
課
題
や
問
題
の
中
に
あ
り
、
そ

れ
が
つ
ま
り
社
会
の
ニ
ー
ズ
な
の
だ
か
ら
。
環
境

が
悪
い
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
良
い
環
境
へ

飛
び
込
め
ば
い
い
。
栄
養
が
な
い
、
の
で
あ
れ

ば
調
達
方
法
を
探
せ
ば
い
い
。
先
月
紹
介
し
た

C
A
M
PFIREも
そ
の
ひ
と
つ
、
当
所
で
も
融
資

の
お
手
伝
い
は
日
常
業
務
だ
。
本
誌
で
も
掲
載
し

て
い
る
マ
ル
経
融
資
や
枚
方
信
用
金
庫
と
の
連
携

事
業
「
大
阪
府
制
度
融
資
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
」
な
ど
は
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら

に
飛
躍
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
当
所

&
Lab.事
業
を
通
し
て
L
E
D
関
西
や
グ
ラ
ン
フ

ロ
ン
ト
の
O
SA
K
A 

IN
N
O
V
A
T
IO
N 

H
U
B、

J-Startupへ
の
橋
渡
し
も
可
能
だ
ろ
う
。

さ
あ
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
「
社
会
課
題
」
を
探
し
に

北
大
阪
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
飛
び
出
そ
う
。
そ
し
て

北
大
阪
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
、
Y
E
G
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ン
が
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

豊味諒磨 氏

表彰式の様子 個人優勝は前田祐樹氏 トロフィー

J-Startup
https://www.j-startup.go.jp/

当所では令和４年11月14日、輝きプラザきらら７階 
たまゆらイベントホールにて、常議員会（久門哲男会頭）
を開催いたしました。冒頭、伏見枚方市長より「枚方市
駅周辺再整備について」をご講演頂きました。枚方市駅
周辺の再整備、取り組みについての現状や、魅力あるま
ちづくりに向けた今後の計画をわかりやすくお話しいた
だき、大変有意義な講演となりました。その後、谷本専
務理事が開会を告げ、久門会頭から挨拶の後、続けて議
長に就任されました。議事では、①顧問・参与の委嘱に
ついて、②各委員会正副委員長及び委員委嘱について、
③新規会員加入承認について、追認議件として理事の選
任について、各々審議いただき、各議案ともに満場一致
で可決となりました。続いて報告事項では、①月間事業
報告、②その他についてを報告しました。

2022年11月17日（木）割烹藤に
て、北大阪工業クラブ第62期定
時総会・懇親会が開催されました。
役員改選により、第63期（2022年
10月～2023年９月）会長には、緒
方秀樹氏[日本保安管理保障㈱ 代
表取締役社長]が、副会長には、
尾崎教仁氏[㈲サイバークラフト 
代表取締役]・千葉裕子氏[㈲タニ

モト防災 代表取締役]の２名、また理事28名、監事２
名がそれぞれ選出されました。

原田前会長におかれましては、コロナ禍で社会情勢が
不安定な中、当工業クラブの発展に多大なご尽力をいた
だきました。心より感謝申し上げますと共に、今後の
益々のご活躍をご祈念申し上げます。また、緒方新会長
の下、会員同士の更なる交流を図れるよう、皆様のご協
力をお願いします。

去る令和４年11月19日（土）、交野カントリー倶楽部に
於いて、恒例の「三市工業会親睦ゴルフコンペ」が開催さ
れました。

枚方市・寝屋川市・交野市の工業会会員の相互の交流を
深めるべく、これまでに各管内・視察を兼ねた地域外のゴ
ルフ場にて、親睦ゴルフコンペを開催。今年で23回目の
開催を迎えました。

今回は交野市工業会が幹事となり、計10組（37名）が競
いあいました。

団体優勝は合計スコア368.6で当交野市工業会が優勝。
個人の部では寝屋川市工業会の会員、前田祐樹氏＜㈱前

田組＞が、グロス72・ネット69.6で優勝となりました。
　交野市工業会に、トロフィーが贈呈されました。

 担当：三市工業会事業実行委員

各委員会正副委員長及び委員を委嘱
－常議員会－

交野カントリー俱楽部（交野市倉治2937）

北大阪工業クラブ第62期
定時総会・懇親会
～第63期会長に緒方秀樹 氏

（日本保安管理保障㈱ 代表取締役社長）がご就任～

三市工業会親睦ゴルフコンペ 開催第23回
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▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　  10月31日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地

有恒産業㈱ コンピュ－タシステム開発・
リサイクルショップ経営 枚方市牧野本町

菊川建設 家屋解体工事一式及び足
場組立一式 枚方市須山町

㈱リノベホーム 不動産仲介・売買及びリ
フォーム 交野市郡津

（同）（同）IRIE インターネット輸入販売 枚方市牧野本町
（同）（同）京阪石油 ガソリンスタンド 寝屋川市小路北町

谷口工務店 建築工事業（主にリフォー
ム工事） 枚方市楠葉並木

(同）(同）協和工業 配 管 ユ ニ ッ ト（ガ ス・ 空
気・油等）の製造 枚方市長尾元町

MATSU設備 管工事業 枚方市東船橋
㈱西川工務店 建築工事 寝屋川市高宮新町
㈱G・MOTO 通所介護事業 枚方市田口
㈱尾嵜建設工業 とび・土木工事業 交野市梅が枝
(医)(医)センヤ会 一般病院 枚方市大垣内町
近澤電工 電機設備・設計・施工 寝屋川市池田西町
冨田和彦税理士事務所 税理士事務所 枚方市枚方元町
㈱関西水彩本舗 給排水設備工事・リフォーム 枚方市出口
あさがお社労
士事務所

労働保険・社会保険業務・給与
計算の代行などの社労士業 枚方市牧野阪

浜風電気工事㈱ 電気工事 寝屋川市緑町
オールマイティ㈱ 不動産業 枚方市野村中町
オールワーク㈱ 建設業 八幡市内里蜻蛉尻
㈲小坂田防水工業 建築 寝屋川市東大利町
西村　武 不動産賃貸業 交野市私部

㈱ASPIRING 機能訓練を中心とした３時間の
リハビリ型デイサービスです 枚方市楠葉並木

㈱シェープファー 木造戸建の注文建築、
リフォーム工事、店舗内装工事 寝屋川市高柳

M.no㈱ 物流アウトソーシング 寝屋川市下木田町
21時にアイス 寝屋川店 アイスクリームの販売 寝屋川市池田南町

大阪リヴァンプ（同）（同） 清掃業、ハウスクリーニング、
ビルメンテナンス 枚方市岡本町

（同）（同）COREHITS 飲食店（カフェ） 枚方市岡東町
㈱なにわ相互物流 運輸業 寝屋川市黒原新町

事業所名 営業内容 所 在 地

西日本防災
サービス㈱ 消防設備施工・保守点検 枚方市杉山手

Clara Cura 鍼灸院 八幡市八幡長谷
ヒロメンテナンス 空調機器メンテナンス 枚方市宇山町
㈱アイエス 水道工事 枚方市上島町
モリショウ 寝具類の卸売り 寝屋川市豊里町
ふ ら んす がし 
まーだだよー82 製菓製造販売 枚方市牧野下島町

T－つむ WebやSNSのコンサル・
サポート 寝屋川市寿町

㈱トミナガ 道路貨物運送業・貨物運送取
扱業・倉庫業・自動車整備業 摂津市鳥飼和道

瑛大興業 建設業 交野市私部
㈱Tブロード 軽貨物利用運送 交野市星田山手
西村建装 内装業（軽天） 枚方市出口
柴田設計 機械設計製造 枚方市南中振
㈱眞鍋組 土木工事業 枚方市南中振

あっとホーム㈱ リフォーム・介護保険事業
(用品リース) 枚方市走谷

㈲志建設 建設業 寝屋川市高宮
㈱IGcorporation 造園業 枚方市中宮東之町
ジュークプランニング オートバイ小売販売・整備 枚方市高田

（ＮＰＯ）CLUB CROWD 障害者福祉サービス 枚方市甲斐田東町
よしむらこどもクリニック 小児科診療 枚方市星丘
竹岡良晃税理士事務所 税理士業 枚方市藤阪元町
(同）(同）みんなのいろ 障害者福祉事業 交野市森南
㈱AIM 建設業 枚方市東田宮

㈱昭和設計
都市・建築・環境に関わる調査・企
画・設計・監理・再生業務（診断・
維持保全・改修）コンサルティング

大阪市北区豊崎

㈱福源屋 建物清掃 寝屋川市寝屋

㈱彩生建創 外壁サイディング工事、
屋根、板金工事 枚方市出口

ダイトーデンキ 東中振店 家電製品 枚方市東中振
㐂楽屋 飲食業で焼き鳥を焼いてます。 枚方市御殿山町
㈱橘精工 金属加工業 寝屋川市高倉
ジョウテック 電気工事 枚方市磯島南町

アバカール・コンサルティング
代表　竹 村 了 悟

枚方市新町１-13-37-301
TEL：072（397）2455

枚方市を拠点に経営コンサルを行っ
ています。補助金活用から事業売却
までお困り事があれば御相談下さい。

新入会員プロフィール
（直近３〜４か月の間に入会の、掲載を

希望された事業所です）

　令和４年11月７日（月）優良従業員表彰式典が開催され、当所会員事業所に勤務し、事業の発展と地域の商工業の振
興に貢献された47名の方々に久門会頭より表彰状と記念品が贈られました。
　表彰後には、枚方市、寝屋川市、交野市のご来賓を代表し、寝屋川市 廣瀬慶輔 市長よりご祝辞（まちづくり推進部
部長兼産業振興室長によるご代読）を頂戴し、続いて労働行政を代表し、労働基準監督署 松浦洋介 署長よりご祝辞を
頂戴致しました。

頑張っている従業員に感謝の気持ちを込めて頑張っている従業員に感謝の気持ちを込めて
令和４年度 北大阪商工会議所 優良従業員表彰

勤続３年以上10年未満代表 村上氏 勤続10年以上20年未満代表 山内氏 勤続20年以上代表 瀬屑氏

勤続20年以上
⃝恩地食品株式会社 三 村 久 美 29年7か月

（…計11名）

勤続10年以上20年未満    
⃝医療法人愛和会新世病院 柏原絵里子 15年7か月

（…計30名）

勤続３年以上10年未満
⃝医療法人愛和会新世病院 山田真亜子 ８年11か月

（…計６名）

【優良従業員表彰被表彰者】順不同・敬称略

１月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス

秘密
厳守

費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） １月1７日（火）※ ・2４日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） １月18日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） 1月11日（水）・25日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：  きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

金 　 融
〈枚方信用金庫〉（於：きらら事務所） １月11日（水） 午前10時〜正午 枚方信用金庫

融資相談担当者
注意：※は通常の相談日と異なります。金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072‒843‒5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

被表彰者の皆様、ご推薦を頂きました事業所の皆様、おめでとうございます！
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大阪大阪のの成長成長を支える、を支える、「ものづくり」「ものづくり」・・「即戦力」「即戦力」の人財を育てる！の人財を育てる！
大阪府小規模事業経営支援事業　北大阪商工会議所・大阪府北大阪高等職業技術専門校活用事業

北大阪商工会議所では、大阪府北大阪高等職業技術
専門校と連携し、製造業・建設業の従業員様の技術
向上及び事務系従業員様のスキルアップを目的とした
人材育成講座を開催しております。貴社での人材育成に
ぜひ当講座をご活用ください。お申込は専用ホームペー
ジからご入力ください。

当所会員事業所様につきましては、１事業所２名まで全て
無料で受講ができますので、ぜひご応募ください。

３次元cad入門編（Solidworks2012）
令和５年１月18日（水）・１月25日（水）・
　　　　２月１日（水）　３日間

会　場 …… 大阪府立北大阪高等職業技術専門校       
　　　　　 大阪府枚方市津田山手２‒11‒40（地図等の詳細は下記大阪府のHPをご参照ください）
　　　　　 http://www.pref.osaka.lg.jp/tc-kiosaka/info/access.html 
参加費 …… 会員事業所　無料・非会員事業所　おひとり 10,000円 
持参物 ……   各講座により、ご用意していただくものが変わりますので、ホームページにてご確認をお願い致します。

また受講確認書でもご案内させて頂きます。

お問合わせ：北大阪商工会議所　中小企業相談所指導課まで　TEL：072‒843‒5154

（すべてインターネットからの申込みとさせて頂いております。）
（１事業所２名まで、先着順になりますので、ご了承くださいませ。）

各講座の詳細及び受講申込につきましては、
専用ホームページをご確認願います。

Googleで

北大阪商工会議所ホームページのトップページからアクセスできます。

北大阪商工会議所

 北大阪技専校活用事業技術訓練講座申込

北大阪商工会議所ホームページへ入り、トップページの

 をクリックしてください。

https://www.shoko-gijutsu.jp/
下記の、URLにアクセス頂くか、

「個人事業所」の皆様へ

所 得 税 ・ 消 費 税
確定申告相談会の開催について

　北大阪商工会議所では、毎年、近畿税理士会枚方支部との緊密な連携の下、同支部所属の税理士の先生を
招聘し、所得税・消費税確定申告相談会を実施いたしております。本年度につきましても、下記の通り開催
させていただく運びとなりましたので、必ず事前予約の上、ご利用くださいますようお願い申し上げます。

記
【枚 方 本 所】　　〔予約可能日〕２月16日（木）～２月27日（月）　土・日・祝除く
　　　　　　　　〔時　間　帯〕午前10時・11時・午後１時・２時・３時のいずれか
　　　　　　　　〔会　　　場〕枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザ５階 セミナー室

【寝屋川支所】　　〔予約可能日〕２月16日（木）～２月22日（水）　土・日除く
　　　　　　　　〔時　間　帯〕午前10時・11時・午後１時・２時・３時のいずれか
　　　　　　　　〔会　　　場〕北大阪商工会議所 寝屋川支所内 寝屋川市東大利町２番14号

・前年度の所得が300万円以上の事業所様はお受けできません。
・  新規で相談会に参加希望の事業所様は、様々な条件がございますので予約の前に必ず、北大阪商工会議所に

お電話をお願いいたします。

【問い合わせ・予約申し込み先】北大阪商工会議所　中小企業相談所
〔枚 方 本 所〕TEL 072-843-5154　　　〔寝屋川支所〕TEL 072-828-5151
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CCI Information CCI Information

ひらっく(枚方市立地域活性化支援センター)
〒573-1159
枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/
F A X：  072-851-5384（セミナー名、参

加者名、住所、TELを明記）
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook

お申し込み・お問い合わせ

テーマ：起業ってどうやるの？

お茶しながら起業のコツが学べる♪
ひらかたビジネスカフェ インキュベートルーム

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

起業するなら、これだけは知っておきたい！という
基本的な内容を、ぎゅっと詰め込みました。何とな
く起業に興味がある方から、具体的に起業の準備を
進めておられる方まで、ご参加いただけます。
質問の時間もたっぷりとっているので、聞きたい事
があればぜひ♩

✿ 個人事業主になるには？会社との違いって？
✿ 起業で使える補助金はある？
✿ 経理はどうすればいい？
✿ 節税の方法って？
✿ 事業計画書は必要？どうやって作る？

ひらっく（輝きプラザきらら内）の
インキュベートルームを貸し出します。

日　時：１/22（日）14：00～16：00
会　場：  ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号 枚方ビオ

ルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）
　　　　※  状況によりオンライン（Zoom）開催に変

更の可能性あり。
講　師：中小企業診断士　高松留美 氏
対　象：起業に興味がある方
定　員：12人（先着順）
参加費：1,000円（ドリンク付き）
持ち物：筆記用具・（あれば）名刺

〔１/５（木）10：00より受付開始〕

アドバイザーとの無料相談アドバイザーとの無料相談 部屋の内観部屋の内観

インキュベートルーム外観インキュベートルーム外観

対象は、⑴３年以内に市内で起業したか、または起
業予定の法人・個人 ⑵新事業や新分野に挑戦する中
小企業 ⑶特定創業支援事業等の支援を受けた人。使
用料は月額２万8,100円〜３万3,400円。使用期間
は１年間（最長３年間まで更新可）。

▼申込
事前協議書と事業計画書（同センターホームページ
から取り出し可）を持って同センターへ。書類とプレ
ゼンテーションで選考（⑶はプレゼンテーションを
免除）。
※  事業計画などの相談・見学希望も受け付け。詳細

は同センターホームページ参照。
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Greeting CCI Information

 生活習慣病健診のご案内
本年も会員サービス事業の一環として、事業所の皆様の健康維持にお役立ていただくべく、生活習慣病健診を下記要項

にて実施いたします。是非、この機会に受診されますようご案内申し上げます。

新型コロナウイルス感染症対策についてご協力をお願い申し上げます
● 感染拡大など、状況によっては中止をさせていただく場合がございます。　● 換気・消毒等できる限り徹底
させていただきます。　● マスク着用にご協力ください。　● 特定の時間にお申込人数が重なる場合、調整を
させていただく場合がございます。　● 当日自宅を出る前・及び健診会場において検温にご協力ください。

北大阪商工会議所

◆日　　時　令和５年２月８日（水）　９：15～13：00（受付は12：30まで）
◆場　　所　  星田会館(交野市星田３－４－３)
◆実施機関　医療法人 崇孝会　北摂クリニック　（TEL）072-633-3313　（FAX）072-635-5773
◆生活習慣病健診 １名当たりの料金（税込）と検査項目
　当所の生命共済加入の方は、優待料金で受診できます。受診申込書に加入の有無について○印を付けてください。

北大阪商工会議所
会　員

生命共済　加入 17,426円
生命共済　非加入 19,756円

一　般 25,425円
①身体測定　②呼吸器系　③循環器系　④消化器系　⑤肝機能系　⑥腎機能系　⑦脂質検査　⑧痛風検査
⑨膵臓検査　⑩リウマチ検査　⑪糖代謝検査　⑫血液一般検査　⑬問診・診察

※④撮影画像と病巣発見等の優位性により、撮影方法を変更し、一昨年度より料金改定しております。

◆オプション検査（税込）　※生活習慣病健診の料金に別途プラス料金、詳細は当所HP参照
　血液検査等によるがん検査をオプション検査として実施いたします。

検査項目

①腫瘍マーカー検査基本セット＜CA19‒9、CEA、AFP＞、②PSA、③CA125、④腫瘍マーカー検査基本
セット＋PSA または CA125、⑤ペプシノーゲン検査（胃がん検査）、⑥大腸がん検査、⑦ヘリコバクター・
ピロリ菌検査、⑧胃がんリスク層別化検査ABC分類

【オプション検査⑤+⑦＝⑧ABC検査となります】

◆申込方法
 　北大阪商工会議所ホームページより申込書をダウンロードしていただき、印刷（必要事項をご記入）の上、
 　  令和５年１月27日（金）までに、FAX（072-841-0173繋がらない場合は072-807-3051）にて
　ご送信ください。（ダウンロードが不可の方には、FAXにてお送りさせていただきますのでご連絡ください）

◆健診料のお支払
  健診実施後、医療機関より請求書を送付いたします。令和５年３月17日（金）までに請求書に記載されている
指定金融機関へ振込をお願いいたします。（振込手数料は、貴社にてご負担いただきますようお願いいたします。）

◆生活習慣病健診の流れ

北大阪商工会議所　地域振興課　  （TEL）072-843-5152　（FAX）072-841-0173
医療法人 崇孝会　北摂クリニック　  （TEL）072‒633-3313　（FAX）072‒635‒5773

受診申込書を
北大阪商工会
議所へFAX

北大阪商工会
議所より医療
機関へ連絡

医療機関より
受診票等郵送

当日受診会場
で受診

後日医療機関より
受診結果及び
請求書を郵送

⇨ ⇨⇨⇨
問合せ
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F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

一
四
九
三

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社
O
D
A

永
野

　茂

〒572-0816

寝
屋
川
市
河
北
中
町
三
七
番
二
号

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
四–

八
一
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
四–

八
一
一
五

恩
地
食
品
株
式
会
社

〒573-0067

枚
方
市
伊
加
賀
緑
町
二–
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

一
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
六–

二
六
九
一

恩
地
宏
昌

代
表
取
締
役

社

長

オ
フ
ィ
ス 

き
も
と

〒576-0014

交
野
市
星
田
山
手
五–

四–

一
五

T
E
L 

〇
九
〇–

七
四
九
四–

六
九
三
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
四–

〇
六
二
七

特
定
社
会
保
険
労
務
士

行
政
書
士

独
立
型
社
会
福
祉
士

木
本
信
男

株
式
会
社
小
川
瓦
工
業

代
表
取
締
役

糸
満
英
和

〒573-0071

枚
方
市
茄
子
作
二–

一
二–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
四–

〇
一
一
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
四–

〇
二
二
六

株
式
会
社
京
都
銀
行
牧
野
支
店

支

店

長

米
田
孝
司

〒573-1146

枚
方
市
牧
野
阪
二–

六–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

一
四
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

七
八
八
七

株
式
会
社
サ
ン
エ
ー
ス

谷
岡
倫
常

〒573-0135

枚
方
市
春
日
元
町
一–

三
八–

二
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

三
三
一
八（
代
）

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

八
一
五
四

代
表
取
締
役

幸
福
米
穀
株
式
会
社

北
本

　明

〒573-0072

枚
方
市
茄
子
作
南
町
一
三
一
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
〇–

一
五
一
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
〇–

一
五
三
〇

取
締
役
会
長

ク
モ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
門
哲
男

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
五–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
九–

二
八
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

四
一
〇
二

京
都
信
用
金
庫
枚
方
支
店

橋
本
孝
一

〒573-0022

枚
方
市
宮
之
阪
一–

二
四–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
八–

二
一
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
八–

二
七
七
五

支

店

長

有
限
会
社
共
栄
ド
ラ
イ

代
表
取
締
役

取

締

役

渡
邉
尚
仁

渡
邉
幹
男

〒573-0071

枚
方
市
茄
子
作
三–

三
二–

一
六

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
三–

〇
一
八
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
三–

〇
一
八
二

株
式
会
社
ク
ボ
タ
枚
方
製
造
所

所

長

金
本
吉
郎

〒573-0004

枚
方
市
中
宮
大
池
一–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
〇–

二
六
一
〇

株
式
会
社
サ
ン
エ
ス
モ
ー
タ
ー
ス

日
産
チ
ェ
リ
ー
枚
方
西
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

合
田
幸
夫

〒573-1171

枚
方
市
三
栗
一–

二–

一
四

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
一–

六
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
五–

九
〇
五
五

株
式
会
社 

小
松
製
作
所 

大
阪
工
場

谷
川
徳
彦

〒573-1011

枚
方
市
上
野
三–
一–
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–
六
一
〇
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
八–
五
六
〇
二

執
行
役
員

生
産
本
部

大
阪
工
場
長

坂
部
電
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
部
憲
彦

〒573-0164

枚
方
市
長
尾
谷
町
一–

三
〇
三–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
二
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
二
一
四

京
阪
鋼
材
株
式
会
社

髙
橋
克
文

〒573-0072

枚
方
市
茄
子
作
南
町
二
三
三–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
〇–

三
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

三
〇
〇–

五
〇
六
〇

代
表
取
締
役

倉
敷
紡
績
株
式
会
社

寝
屋
川
工
場

工

場

長

佐
野
愼
吾

〒572-0823

寝
屋
川
市
下
木
田
町
一
四–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
二–

九
三
三
三

医
療
法
人

　恵
生
会

理

事

長

堀
内
真
人

〒579-8036

東
大
阪
市
鷹
殿
町
七–

四

T
E
L 

〇
七
二–

九
八
二–

五
五
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

九
八
二–

五
五
〇
二

大
阪
油
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

堀
田
哲
平

〒573-1191

大
阪
府
枚
方
市
新
町
一–

一
二–

一

太
陽
生
命
枚
方
ビ
ル
七
階

T
E
L 
〇
七
二–

八
六
一–

五
三
二
二

大
森
布
実
子
税
理
士
事
務
所

税

理

士

大
森

　正

税

理

士

大
森
布
実
子

〒576-0033

交
野
市
私
市
一–

一
七–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

八
九
一
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

一
四
三
〇

有
限
会
社
大
西
工
芸
社

取

締

役

大
西
信
駛

〒573-0053

枚
方
市
伊
加
賀
南
町
五–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

二
八
九
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

三
六
一
三
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医
療
法
人
　崇
孝
会
　北
摂
ク
リ
ニ
ッ
ク

理

事

長

柚
木
孝
仁

〒567-0826

茨
木
市
大
池
一–

一
〇–

三
七

T
E
L 

〇
七
二–

六
三
三–

三
三
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

六
三
五–

五
七
七
三

太
一
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

植
杉
嘉
彦

〒573-0131

枚
方
市
春
日
野
一–

一
二–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
四
三
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

三
三
一
九

大
建
管
理
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
長

吉
原

　毅

〒573-0065

枚
方
市
出
口
三–

一–

二
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
九
二
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
四–

〇
四
一
七

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

〒573-1132

枚
方
市
招
提
田
近
二–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
〇–

〇
七
七
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
一
九–

五
二
八
四

代
表
取
締
役

社

　
長

松
本
秀
作

株
式
会
社
そ
ご
う

代
表
取
締
役

十
河
宏
輔

〒573-0015

枚
方
市
村
野
東
町
二–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–
八
九
〇–

〇
〇
一
六

F
A
X 

〇
七
二–
八
九
〇–

〇
〇
二
六

杉
本
隆
志
税
理
士
事
務
所

税

理

士

税

理

士

石
原
紀
一

〒572-0009

寝
屋
川
市
末
広
町
七–

一
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
一
五
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
二–

〇
八
七
八

杉
本
隆
志

代
表
取
締
役

社

　
長

原

　舜
輔

扇
港
樹
脂
工
業
株
式
会
社

〒576-0054

交
野
市
幾
野
五–

一
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
三
五
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
三
五
九

株
式
会
社
仙
波
鉄
工
所

代
表
取
締
役

仙
波
憲
二

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
四–

三
二–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

一
四
六
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

七
三
二
二

社
会
福
祉
法
人
真
清
福
祉
会

理

事

長

合
田
裕
実

〒572-0055
寝
屋
川
市
御
幸
東
町
九–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
七–

一
三
三
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
七–

〇
五
〇
五

ジ
ョ
プ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

今
堀
勇
一

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
一–

二
七–

一
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
三–

六
三
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
三–

六
三
〇
五

新
関
西
製
鐵
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

松
谷

　修

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
四–

二
六–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
六
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

五
四
一
一

大
商
化
成
株
式
会
社

加
山
俊
哉

〒573-1132

枚
方
市
招
提
田
近
一–

一
二–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

三
六
五
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
八–

八
五
一
八

代
表
取
締
役

社

　
長

ジ
ュ
ラ
ロ
ン
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
長

山
本

　進

〒576-0053

交
野
市
郡
津
二–

五
一–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

五
五
一
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

一
七
一
〇

大
正
精
工
株
式
会
社

熱
意
と
誠
意
を
カ
タ
チ
に
す
る

代
表
取
締
役

與

　義
廣

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
一–

二
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
九–

七
七
五
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
〇–

七
八
七
七

大
神
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中
弘
済

〒573-0032
枚
方
市
岡
東
町
二
六–

三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
三–

三
五
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

三
六
五
五

大
東
土
地
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
東
範
行

〒572-0082

寝
屋
川
市
香
里
本
通
町
五–

一
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
五–

〇
〇
八
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
五–

〇
〇
一
〇

大
八
化
学
工
業
株
式
会
社

寝
屋
川
工
場

工

場

長

橋
本
好
史

〒572-0812

寝
屋
川
市
新
家
一–

九–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
一–

二
一
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
一–

二
一
九
九

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
阪
中
央
支
社

支

社

長

室
賀
一
明

〒540-0012

大
阪
市
中
央
区
谷
町
一–

五–

四

T
E
L 

〇
六–

六
九
四
二–

〇
三
九
一

F
A
X 

〇
六–

六
九
二
〇–

四
三
八
八

有
限
会
社
ダ
イ
ト
ー

代
表
取
締
役

天
沼
弘
至

〒572-0056

寝
屋
川
市
御
幸
西
町
二
五–

四
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
九–

八
七
八
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
八–

〇
九
七
四

ひ
ろ

か
ず

中
谷
廣
一
税
理
士
事
務
所

税

理

士

中
谷
廣
一

〒572-0063

寝
屋
川
市
春
日
町
八–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
八–

九
九
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
八–

八
八
二
二

日
本
カ
タ
ン
株
式
会
社

太
田
吉
彦

〒573-1020

枚
方
市
磯
島
南
町
一
三–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
三
八
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
〇–

八
四
五
一

代
表
取
締
役

社

長

日
本
精
線
株
式
会
社
枚
方
工
場

髙
橋
一
朗

〒573-8522

枚
方
市
池
之
宮
四–

一
七–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
二
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
四
五
八

取

締

役

常
務
執
行
役
員

仲
光
男
税
理
士
事
務
所

税

理

士

仲

　光
男

〒576-0041
交
野
市
私
部
西
二–
一
三–
一
八 

諏
訪
ビ
ル

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
三–
五
五
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
三–
五
三
〇
〇

株
式
会
社
た
ま
ゆ
ら

代
表
取
締
役

社

長

岡
本

　哲

〒573-0094

枚
方
市
南
中
振
三–

五–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
二
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
四–

〇
〇
九
一

代

表

者

田
中
豪
経
営
会
計
事
務
所

田
中

　豪

〒541-0041
大
阪
市
中
央
区
北
浜
二–

五–

二
三 

小
寺
プ
ラ
ザ
九
階

T
E
L 

〇
六–

四
七
〇
八–

五
二
二
五

F
A
X 

〇
六–

六
二
二
六–

五
六
八
〇

高
島
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
島
叔
孝

〒573-1144

枚
方
市
牧
野
本
町
一–

一
〇–

三
九

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

六
九
五
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
七–

六
九
二
一

多
田
製
茶
株
式
会
社

代
表
取
締
役

多
田
高
明

〒573-0163

枚
方
市
長
尾
元
町
一–

四
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

六
〇
五
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
一
二
二

司
電
機
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
好
里
美

〒573-0137

枚
方
市
春
日
北
町
一–

一
三–

六

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

五
六
七
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

四
四
三
六

三
幸
化
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
武
正
和

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
六–

一
一

T
E
L 
〇
七
二–

八
五
九–

一
四
八
一

F
A
X 
〇
七
二–

八
五
九–

一
四
九
一

株
式
会
社
シ
マ
ナ
カ

代
表
取
締
役

嶋
中
隆
治

〒572-0856

寝
屋
川
市
宇
谷
町
九–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
四
四

サ
ン
プ
ラ
ザ
薬
局
グ
ル
ー
プ

加
地

　章

〒573-0032

枚
方
市
岡
東
町
一
二–

一–

五
〇
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
六–

四
一
一
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

四
五
一
一

代
表
取
締
役

会

長
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長
谷
川
精
機
株
式
会
社

長
谷
川
哲
也

代
表
取
締
役

社

　
長

長
谷
川
圭
一

〒573-0136
枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
七–

二
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
八
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
九–

三
二
二
四

代
表
取
締
役

副

社

長

株
式
会
社
ネ
ツ
レ
ン・
ヒ
ラ
カ
タ

〒573-0136
枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
六–

三
五

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

四
七
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

四
七
〇
二

代
表
取
締
役

川
上
貴
次

株
式
会
社
野
村
呼
文
堂

代
表
取
締
役

野
村
宜
孝

〒573-0031

枚
方
市
岡
本
町
六–

一–

一
〇
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
三–

〇
二
二
一（
代
）

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

四
五
六
七

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社
寝
屋
川
自
動
車
教
習
所

田
邉
武
志

〒572-0855

寝
屋
川
市
寝
屋
南
一–

一–
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

〇
四
六
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
三–

八
〇
四
〇

ヒ
ュ
ー
マ
ナ
イ
ズ
ワ
ー
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

特
定
社
会

保
険
労
務
士

植
田
直
美

〒573-0027

枚
方
市
大
垣
内
町
三–

二–

一

二
宮
ビ
ル

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

二
二
二
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
五–

二
二
二
九

株
式
会
社
ヒ
ノ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

日
野
守
之

〒573-0047

枚
方
市
山
之
上
二–

一
七–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
三–

五
二
二
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
四–

五
二
五
四

株
式
会
社
初
亀亀

岡
健
太
郎

〒573-0051

代
表
取
締
役

社

長枚
方
市
三
矢
町
二–

五

コ
マ
サ
ビ
ル
一
Ｆ

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

一
九
八
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
六–

四
〇
二
五

初
木
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

初
木
賢
司

〒573-0073

枚
方
市
高
田
二–

二
六–

三
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
四–

一
〇
一
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
四–

二
八
二
九

日
垣
水
道
設
備
株
式
会
社

〒573-1178

枚
方
市
渚
西
二–

六–

一
九

T
E
L 

〇
七
二–
八
四
八–

六
六
六
一

F
A
X 

〇
七
二–
八
四
八–

六
六
六
三

日
垣
喜
広

代
表
取
締
役

日
垣
惠
陸

取
締
役
会
長

熱
研
工
業
株
式
会
社

〒573-0131

枚
方
市
春
日
野
二–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
四
四
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

五
四
五
〇

会

長

代
表
取
締
役

藤
尾 

　修

藤
尾
憲
一

枚
方
ゴ
ル
フ
場
株
式
会
社

枚
方
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

代
表
取
締
役

社

長

松
田
イ
ツ
子

〒573-0111

枚
方
市
杉
北
町
一–

四
六
二
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
三
三
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
九–

四
三
〇
〇

枚
方
信
用
金
庫

理

事

長

吉
野
敬
昌

〒573-0032

枚
方
市
岡
東
町
一
四–

三
六

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

一
一
七
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
六–

七
八
〇
八

地
域
を
つ
な
げ
て
、
明
る
い
未
来
へ

仁
和
寺
倉
庫
株
式
会
社

代
表
取
締
役

〒572-0076
寝
屋
川
市
仁
和
寺
本
町
三–

五–

一
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
九–

二
〇
三
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
九–

五
六
六
五

山
本
菊
栄

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
コ
マ
ン
ダ
ー
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役

堀
田
逸
平

〒572-0836

寝
屋
川
市
木
田
町
一
七–

四

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
三–

七
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
一–

〇
六
二
三

平
松
総
合
会
計
事
務
所

〒573-0073

枚
方
市
高
田
二–

二
五–

二
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
〇
七–

二
五
二
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
〇
七–

二
六
二
六

平
松
正
幸

平
松

　了

税

理

士

公
認
会
計
士

税

理

士

皆
見
電
子
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

皆
見

　孝

〒572-0025

寝
屋
川
市
石
津
元
町
一
〇–

三
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
九–

七
三
七
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
七–

〇
二
五
三

丸
信
住
宅
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
村
金
治
郎

〒572-0829

寝
屋
川
市
萱
島
信
和
町
一
四–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

三
〇
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
五–

二
二
三
三

株
式
会
社
𠮷
信
工
務
店

代
表
取
締
役

𠮷
信

　勝

〒576-0053

交
野
市
郡
津
一–
五
五–

一
四

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–
六
九
三
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–
三
四
三
八

道
廣
友
厚

道
廣
裕
子

道
廣
税
務
会
計
事
務
所

税

理

士

税

理

士
〒573-0027

枚
方
市
大
垣
内
町
三–

七–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

三
六
三
八（
代
）

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
五–

三
六
四
〇

み
ず
ほ
銀
行 

京
阪
法
人
部

部

長

谷
口
栄
次

〒540-0032
大
阪
市
中
央
区
天
満
橋
京
町
一–

一

T
E
L 

〇
六–

六
九
四
二–

一
三
六
七

F
A
X 

〇
六–

六
九
四
四–

一
八
三
〇

𠮷
泉
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
々
木
啓
益

〒573-0128

枚
方
市
津
田
山
手
二–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
〇
八–

三
〇
〇
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
〇
八–

三
一
一
三

株
式
会
社
明
星

代
表
取
締
役

中
村
健
史

〒572-0084

寝
屋
川
市
香
里
南
之
町
一
四–

七

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
五–

六
六
〇
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
五–

六
六
〇
七

有
限
会
社
森
英
興
産

　
代
表
取
締
役

森

　英
介

〒576-0013

交
野
市
南
星
台
二–

一–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

四
五
六
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

四
一
四
一

ロ
ー
バ
ル
株
式
会
社 

交
野
工
場

取
締
役
会
長

田
中

　有

〒576-0054

交
野
市
幾
野
六–

四
一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

七
七
九
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

六
三
九
一

理
研
ビ
タ
ミ
ン
株
式
会
社
大
阪
工
場

大
阪
工
場
長

山
下
俊
幸

〒573-0065

枚
方
市
出
口
一–

一–

三
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

〇
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
五–

一
〇
一
七

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

〒573-0023

枚
方
市
東
田
宮
一–

一
四–

一
六

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

五
八
四
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

五
八
四
五

梅
本
正
則

前

　

 

隆
志

大
阪
支
社 

支
社
長

大
阪
東
営
業
部

部

長

株
式
会
社
前
田
組

前
田
浩
輝

〒572-8505

寝
屋
川
市
大
成
町
一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
四–

一
一
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
四–

七
八
一
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
平
和
商
運

代
表
取
締
役

平
原
博
史

〒573-0102

枚
方
市
長
尾
家
具
町
五–

二–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
七–

五
九
六
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
七–

五
三
四
五

堀
田
鉄
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

堀
田
芳
宏

〒573-1153

枚
方
市
招
提
大
谷
二–

二
三–

一
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

〇
二
三
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
一–

二
二
〇
七

丸
天
商
事
株
式
会
社

　マ
ル
テ
ン
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

山
中
長
久

〒573-1146

枚
方
市
牧
野
阪
二–

七–

三
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

五
一
一
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
六–

五
一
一
七

日
本
ペ
イ
ン
ト
・
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

枚
方
事
業
所
長

仲
尾
泰
治

〒573-1153

枚
方
市
招
提
大
谷
二–

一
四–

一

T
E
L 
〇
七
二–

八
五
七–

五
五
三
〇

F
A
X 
〇
七
二–

八
五
七–

〇
〇
〇
七

日
本
保
安
管
理
保
障
株
式
会
社

〒573-0126

枚
方
市
津
田
西
町
二–

三
三–

三

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

五
三
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

〇
六
六
九

代
表
取
締
役

社

　
長

緒
方
秀
樹
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CCI Information税理士・公認会計士が語る！ / Coverage

会計士・税理士  岡林哲男税理士・公認会計士が語る！

インボイス制度（免税事業者の留意点）

役に立つ税の豆知識

読
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
導
入
時
期
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
が
、

理
解
や
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
免
税
事
業

者（
消
費
税
を
納
税
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
）が

留
意
す
べ
き
点
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①  

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
免
税
事
業
者
へ
与
え
る

影
響

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
免
税

事
業
者
や
消
費
者
等
の
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
以
外
か
ら
行
っ
た
課
税
仕
入
れ
は
、
仕
入
税

額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
課
税
事
業
者
の
納
付
す
る
消
費
税
が
増
加

し
ま
す（
た
だ
し
、
表
１
の
太
囲
み
の
よ
う
に
制

度
開
始
後
６
年
間
は
経
過
措
置
は
あ
り
ま
す
）。

こ
の
た
め
、
売
上
先
が
課
税
事
業
者
で
あ
る

場
合
に
は
、
免
税
事
業
者
に
対
し
て
、
登
録
事

業
者
と
な
る
よ
う
な
要
請
や
取
引
か
ら
の
排

除
、
取
引
条
件
等
の
見
直
し
を
要
求
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
方
的
な
条
件

の
見
直
し
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
独
占
禁

止
法
や
下
請
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
財
務
省
等
か
ら
公
表
さ
れ
て
い

る
「
免
税
事
業
者
及
び
そ
の
取
引
先
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
関
す
る
Q
&
A
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
売
上
先
が
課
税
事
業
者
で
な
い
場
合

（
免
税
事
業
者
や
消
費
者
）や
課
税
事
業
者
で

あ
っ
て
も
簡
易
課
税
制
度
を
採
用
し
て
い
る
場

合
は
、
免
税
事
業
者
と
の
取
引
を
継
続
し
て
も

納
付
税
額
は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
免
税
事
業
者

に
対
し
て
の
要
請
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
免
税
事
業
者
の
選
択
肢

ま
ず
は
、
売
上
先
か
ら
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
に
な
る
よ
う
な
要
請
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
売

上
先
が
消
費
者
だ
け
の
場
合
は
、
消
費
者
は
消

費
税
計
算
と
無
関
係
の
た
め
、
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
に
な
る
よ
う
な
要
請
は
な
く
、
免
税

事
業
者
を
継
続
す
れ
ば
い
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
売
上
先
か
ら
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
と
な
る
よ
う
な
要
請
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
、
２
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ

リ
ッ
ト（
表
２
）を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を

判
断
す
る
際
に
は
、
令
和
11
年
９
月
末
ま
で
の

経
過
措
置
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
基
準
期
間
の
売
上
高
が
5
千
万
円
以

下
の
事
業
者
は
、
売
上
に
係
る
消
費
税
の
一
定

割
合
を
納
付
す
る
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
で
き

ま
す
。
簡
易
課
税
制
度
は
、
仕
入
に
係
る
消
費

税
額
の
計
算
が
不
要
な
た
め
事
務
負
担
が
軽
く

な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
設
備
投
資
等

の
状
況
に
よ
り
、
原
則
課
税
方
式
よ
り
納
税
額

が
大
き
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

簡
易
課
税
制
度
を
採
用
す
る
と
、
2
年
間
は

継
続
適
用
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
税
負

担
の
比
較
や
事
務
負
担
も
勘
案
し
て
、
簡
易
課

税
制
度
選
択
の
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③  

適
格
請
求
書
等
発
行
事
業
者
と
な
る
た
め
の

手
続
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
手
続

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
は
、
一
般
的
に

は
適
用
課
税
期
間
開
始
の
前
日
ま
で
に
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

導
入
に
伴
い
ポ
イ
ン
ト
に
記
載
の
特
例
が
認
め

ら
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
簡
易
課
税
制

度
選
択
届
出
書
に
、
こ
の
提
出
時
期
の
特
例
の

提
供
を
受
け
る
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

 

ポ
イ
ン
ト

・  

取
引
先（
売
上
先
）か
ら
、
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
と
な
る
よ
う
な
要
請
や
値
下
げ
を
要
求
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

ポ
イ
ン
ト

・  

①
免
税
事
業
者
を
継
続
す
る
、
②
課
税
事
業
者

と
な
り
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
登
録
を
行
う

の
２
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

・  

②
の
場
合
は
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
か

ど
う
か
の
判
断
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

ポ
イ
ン
ト

・  

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け
よ
う
と

表１【  免税事業者等からの課税仕
入れに係る仕入税額控除】

表２【選択肢のメリットデメリット】

期間 免税事業者等から
の課税仕入

令和５年９月末まで 全額控除可能

令和５年10月から
令和８年９月末（３年間） 80％控除可能

令和８年10月から
令和11年９月末（３年間） 50%控除可能

令和11年10月以降 控除不可

メリット デメリット

①  免税事業者
を継続する

消費税の
納税、申告
が不要

取引先から
条件の見直
し等の要請
がされる可
能性がある。

②  適格請求書
発行事業者
登録を行う

取引先から条
件の見直し等
の要請がされ
ない。

消費税の納
税、申告が
必要

す
る
事
業
者
は
、
原
則
と
し
て
、
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長

に
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・  

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
適
格
請
求
書
等
発
行

事
業
者
と
な
る
場
合
は
、
令
和
５
年
10
月
１
日

の
属
す
る
課
税
期
間
中
に
簡
易
課
税
制
度
選
択

届
出
書
を
提
出
し
た
時
は
、
令
和
５
年
10
月
１

日
か
ら
簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

北大阪商工会議所×日本政策金融公庫守口支店  事業承継マッチング支援

北大阪商工会議所では、 日本政策金融公庫の事業承継マッチング支援データベースを活用し、 事業を譲り渡したい方、 事業を譲り受けたい

方に対する支援サービスを開始いたしました。

M＆Aというと敷居の高いイメージがありましたが、近年では小規模事業者のM＆Aも行われるようになってきており、承継者がいないケー

スでも廃業せずとも第三者への事業譲渡により事業承継される事例が多くみられます。 また、 創業や事業拡大をお考えの方にも、 事業を引

き継いで新たなビジネスに挑戦する形態について関心が高まってきています。

もし M&Aを考えるべきかもしれないと少しでも思われた方はお気軽にご相談ください。

事業を第三者から

譲り受けたい方

事業を第三者に

譲り渡したい方

M&Aで事業を拡大したい

お店を出す夢を叶えたい

お店を誰かに続けてほしい

大切な事業を譲りたい

そろそろ引退したいな。。。

M&Aなんて考えたこともなかった

売上1，000万円程度でもよいの？

日本政策金融公庫には、事業を譲り受ける際に

必要な資金にご利用いただける融資制度があります。

事業承継・集約・活性化支援資金
（企業活力強化貸付）

創業時や事業拡大時等の

コスト低減

経営資源の承継

譲渡収入の確保

従業員の雇用維持

取引先の引継ぎ

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

1
事業承継等に際して、株式や事業用資産を取得

する方などが対象

多様化する事業承継に、 幅広く対応

経営承継円滑化法の認定を受けた会社の代表者

個人や同法の認定を受けた事業を営んでいない

個人への融資が可能

poin
t

2poin
t

3poin
t

※審査の結果、ご希望に沿えないことがございます。

北大阪商工会議所　寝屋川支所 （京阪寝屋川市駅西口から徒歩2 分）

寝屋川市東大利町2番 14号　ＴＥＬ： ０７２-８２８-５１５１　ＦＡＸ： ０７２-８２８-５１５６

本所 （きらら事務所） 平日０９ ： ００～１７ ： ００ （土日祝は休み）

枚方市車塚 1丁目 1番 1号輝きプラザきらら6階　TEL ： 072-843-5154　FAX ： 072-841-0173
ご相談はこちらまで

北大阪商工会議所と日本政策金融公庫守口支店が手数料無料で、

事業承継・M&Aを支援します
北大阪

商工会
議所

会員限
定

広告主募集
会員限定

新たな会員サービスとして、アドバンス寝屋川に設置されている大型LEDビジョ
ン（アドバンスビジョン）の月額割引サービスをはじめました。
当所経由でお申込みいただくと、月額5,000円お得です!!

広告掲載をご希望の方はお気軽に寝屋川支所までお問い合わせください。

北大阪商工会議所 寝屋川支所　〒572-0042 大阪府寝屋川市東大利町２番14号 
Tel：072-828-5151　Fax：072-828-5156

◆ 設置場所
　  アドバンス寝屋川２号館壁面（京阪寝屋

川市駅出てすぐ）
◆ 放映時間
　  ８：00〜22：00（１日当たり約80回放

送予定） 動画 15秒／１枠
◆ ビジョンサイズ
　  W4800㎜ × H2880㎜
　  （約220インチ相当）

【契約金額】 動画、静止画併せて15秒以内
期間：《通常価格》　　　　　　 《会員限定価格》
２年：￥30,000／月 + 税　➡　￥25,000／月 + 税

１年：￥40,000／月 + 税　➡　￥35,000／月 + 税

半年：￥50,000／月 + 税　➡　￥45,000／月 + 税
＊別途コンテンツ制作費￥30,000が初回費用として掛かります。

お申込みはこちら ➡

ADVANCE VISION
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応
仁
の
乱
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
文
明

９
年（
1
4
7
7
）９
月
、
京
都
を
い
ち
早
く

離
脱
し
た
武
将
が
い
た
。
西
軍
敗
北
に
納
得

で
き
な
い
畠
山
義
就（
は
た
け
や
ま
よ
し
ひ

ろ
、
又
は
、
よ
し
な
り
）が
、
い
ち
早
く
河

内
の
実
効
支
配
を
目
指
し
た
の
だ
。
こ
こ
に

河
内
の
覇
権
を
め
ぐ
る
牧（
真
木
）・
犬
田
城

の
攻
防
戦
が
始
ま
る
。
犬
田
城
は
、
戦
国
期
、

牧
郷
の
南
、
現
在
の
枚
方
、
村
野
に
あ
っ
た
。

◇
畠
山
義
就
、
交
野
「
牧
」
に
野
営

応
仁
の
乱（
応
仁
元
年　

1
4
6
7
～

文
明
９
年　

1
4
7
7
）は
、
11
年
に
及

ぶ
長
い
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
文
明
９
年

（
1
4
7
7
）11
月
、
東
軍
優
位
の
ま
ま
終
結

に
向
か
う
。
西
軍
の
将
、
畠
山
義
就
は
、
直

前
の
同
年
９
月
21
日
、
京
都
の
陣
を
払
い
、

河
内
へ
向
か
う
。
22
日
、
義
就
は
、
楠
葉
を

経
て
交
野
ケ
原
の
牧（
牧
郷
、
現
在
の
牧
野

付
近
）に
野
営
す
る
。
そ
の
陣
容
は
、
騎
兵

3
5
0
、
歩
兵
2
0
0
0
と
い
う
堂
々
た
る

大
軍
で
あ
っ
た
。
応
仁
の
乱
が
お
さ
ま
っ
て

も
、
肝
心
の
畠
山
家
の
家
督
争
い
が
解
決
し

て
い
な
か
っ
た
。
義
就
は
自
力
で
宿
敵
畠
山

政
長
と
の
結
着
を
つ
け
る
た
め
、
政
長
の
本

拠
、
河
内
、
若
江
城
攻
略
に
向
か
う
の
だ
。

◇
畠
山
家
、
叔
父
と
甥
の
戦
い

義
就
は
、
15
世
紀
前
半
、
畠
山
家
〈
足
利

の
一
族
、
幕
府
管
領
職
を
務
め
る
〉
家
督
の

畠
山
持
国（
も
ち
く
に
）の
嫡
男
に
生
ま
れ
た
。

母
親
の
身
分
が
低
い
と
い
う
理
由
で
石
清
水

八
幡
宮
社
僧
に
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
い

た
が
、
持
国
の
再
考
で
再
び
家
督
継
承
者
と

さ
れ（
1
4
5
0
）、
幕
府
か
ら
も
承
認
さ
れ

た
。
し
か
し
、
畠
山
家
の
家
臣
の
多
く
は
、

家
督
を
譲
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
持
国
の
弟

持
富
側
に
つ
き
、
そ
の
後
継
者
で
あ
る
同
じ

く
弟
の
持
永
、
持
富
の
遺
児
、
弥
三
郎
、
弥

三
郎
の
弟
政
長
の
時
代
に
な
っ
て
い
た
。
義

就
と
政
長
は
、
叔
父
、
甥
の
関
係
に
な
る
。

家
臣
が
政
長
方
に
つ
い
た
の
は
、
義
就
の
父
、

持
国
の
勝
手
な
人
事
に
不
満
を
持
っ
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
は
じ
め
政
長
は
東
軍
方
の
細
川

勝
元
ら
の
支
援
を
得
て
義
就
を
圧
倒
す
る
。

播
磨
な
ど
数
カ
国
の
守
護
で
、
幕
府
で
実

権
を
ふ
る
お
う
と
画
策
し
た
有
力
守
護
、
山

名
宗
全
が
、
こ
の
畠
山
家
の
家
督
争
い
に
目

を
つ
け
、
義
就
に
近
づ
き
西
軍
側
に
誘
う
。

義
就
は
文
正
元
年（
1
4
6
6
）12
月
、
上
洛
、

西
軍
方
に
つ
き
、
東
軍
方
の
室
町
将
軍
御
所

を
包
囲
す
る
。
そ
し
て
、
翌
２
年
１
月
18

日（
そ
の
年
の
２
月
に
改
元
、
応
仁
元
年　

1
4
6
7
）御
霊
社
に
陣
を
置
い
て
い
た
東

軍（
将
軍
義
政
、
細
川
勝
元
ら
）、
畠
山
政
長

勢
を
攻
撃
、
た
っ
た
１
日
の
戦
い
で
圧
勝
す

る
。
応
仁
の
乱
の
発
端
「
上
御
霊
社
」
の
戦

い
で
あ
っ
た
。
将
軍
ら
を
交
え
た
有
力
守
護
、

管
領
、
家
督
争
い
な
ど
、
東
軍
、
西
軍
に
分

れ
て
の
戦
線
は
拡
大
、
泥
沼
化
す
る
。
将
軍

義
政
の
命
令
に
背
い
た
義
就
は
畠
山
家
家
督

の
座
を
政
長
に
奪
わ
れ
る
。
応
仁
の
乱
の
主

原
因
が
畠
山
家
の
家
督
争
い
と
言
わ
れ
る
の

も
無
理
が
な
い
。
応
仁
の
乱
は
延
々
11
年
、

京
都
は
焼
野
が
原
と
化
し
た
。
今
回
は
そ
の

延
長
戦
だ
っ
た
。

◇
義
就
、
河
内
を
平
定

文
明
９
年（
1
4
7
7
）９
月
、「
牧
」
に

集
結
し
た
義
就
軍
は
、
河
内
、
野
崎（
大
東

市
）に
い
た
る
。
副
読
本
「
郷
土
枚
方
の
歴

史
」（
枚
方
市
）に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
義
就
は
、

政
長
の
重
臣
、
守
護
代
遊
佐
長
直
が
守
る
河

内
、
若
江
城（
東
大
阪
市
）を
狙
う
。
義
就
は

な
か
な
か
の
好
漢
で
、
度
量
が
あ
り
、
決
断

力
、
武
力
に
優
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
た

め
、
周
辺
の
武
士
が
こ
ぞ
っ
て
義
就
軍
に
駆

け
付
け
た
。
９
月
27
日
、
若
江
城
の
長
直
が

迎
え
撃
つ
が
、
義
就
は
一
旦
退
却
す
る
と
見

せ
か
け
、
天
王
寺
城
を
攻
撃
、
つ
い
で
客
坊

城（
東
大
阪
市
）を
陥
落
さ
せ
る
。
10
月
３
日
、

義
就
は
八
尾
城（
八
尾
市
）に
入
り
、
若
江
城

と
誉
田
城（
羽
曳
野
市
）を
孤
立
さ
せ
る
。
７

日
、
誉
田
城
を
攻
め
、
和
田
美
作
守
以
下
37

名
を
討
ち
取
る
。
義
就
は
そ
の
首
を
京
都
に

い
る
政
長
に
送
り
、
決
戦
を
呼
び
か
け
た
と

い
う
。
10
月
９
日
、
つ
い
に
若
江
城
か
ら
遊

佐
長
直
が
逃
げ
出
し
、
政
長
方
の
敗
北
と
な

る
。こ

こ
に
義
就
は
、
河
内
一
国
を
ほ
ぼ
平
定

し
た
。
あ
る
学
者
は
、
こ
の
平
定
を
義
就
の

「
河
内
王
国
」
の
誕
生
、「
幕
府
威
令
の
届
か

ぬ
独
立
国
」
と
評
し
て
い
る
。
応
仁
の
乱
の

終
結
後
、
戦
国
時
代
が
始
ま
る
が
、
ま
さ
に

義
就
は
戦
国
大
名
の
最
初
の
人
で
あ
っ
た
。

河
内
を
実
効
支
配
し
た
義
就
に
対
し
、
家
督

を
継
ぎ
管
領
と
な
っ
て
い
た
政
長
は
、
義
就

征
討
を
何
度
も
計
画
す
る
。

◇
義
就
、
犬
田（
い
ん
だ
）城
を
攻
め
る

文
明
14
年（
1
4
8
2
）３
月
、
管
領
畠
山

政
長
は
、
河
内
奪
回
を
目
指
し
、
摂
津
、
和

泉
、
河
内
を
転
戦
す
る
。
政
長
勢
は
河
内
茨

田
郡
の
「
十
七
箇
所
」（
門
真
、
守
口
、
鶴
見

区
な
ど
の
荘
園
群
の
こ
と
）を
拠
点
と
し
て

守
り
を
固
め
、
さ
ら
に
、
河
内
の
北
、
牧
・

犬
田
城
を
占
拠
し
、
野
尻
某
を
籠
城
さ
せ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
義
就
は
奪
還
の
た
め
、
同

15
年（
1
4
8
3
）８
月
、
淀
川
の
堤
防
を
各

所
で
切
り
落
と
し
、
ま
ず
水
攻
め
で
十
七
箇

所
を
孤
立
さ
せ
、
河
内
一
帯
に
大
水
が
広

が
っ
た
と
い
う
。
つ
い
で
義
就
は
牧
の
南
端
、

犬
田
城
を
四
千
の
兵
で
取
り
囲
み
、
攻
め
立

て
た
。
し
か
し
、
甲
冑
武
士
70
人
を
含
め

1
5
0
人
ば
か
り
の
犬
田
城
の
守
り
は
固
く
、

攻
め
あ
ぐ
ね
た
。

政
長
方
は
、
遊
佐
長
直
率
い
る
越
中
の
国

人
椎
名
氏
ら
を
加
え
た
3
0
0
0
人
の
軍
勢

を
淀
川
越
え
で
楠
葉
に
集
結
さ
せ
、
援
軍
と

し
て
駆
け
つ
け
さ
せ
た
。
義
就
勢
を
後
方
か

ら
挟
み
撃
ち
に
す
る
作
戦
で
あ
っ
た
。
９
月

９
日
に
は
中
宮
の
小
谷（
穂
谷
川
付
近
か
）を

挟
ん
で
両
軍
対
峙
し
た
。
９
月
17
日
に
至
り
、

両
軍
激
突
、
歴
戦
の
侍
が
多
い
義
就
勢
を
前

に
、
楠
葉
に
あ
っ
た
政
長
勢
は
大
敗
、
椎
名

は
討
ち
死
に
、
長
直
は
逃
げ
る
途
中
、
楠
葉

で
川
に
落
ち
て
行
方
不
明
と
な
る
。
そ
れ
で

も
犬
田
城
は
な
お
落
ち
ず
、
侍
1
0
0
人
、

総
勢
3
0
0
人
ば
か
り
が
籠
城
し
た
が
、
９

月
26
日
、
つ
い
に
落
城
。
野
尻
某
は
切
腹

し
た
と
い
う
。
こ
の
勝
利
で
義
就
に
よ
る

「
十
七
箇
所
」
の
支
配
が
確
定
し
た
。

◇
文
献
に
残
る
犬
田
城

犬
田
城
は
、「
近
畿
の
城
郭
Ⅰ
」（
馬
部
隆

弘
著
）に
お
い
て
、
京
阪
交
野
線
村
野
駅
の

北
東
に
あ
る
丘
陵
「
作
座
山
」（
村
野
本
町
）

と
さ
れ
る
。
駅
を
出
て
、
正
面
の
信
号
を
渡

り
、
住
宅
の
間
を
抜
け
る
と
丘
に
登
る
坂
道

に
出
る
。（
写
真
①
）丘
上
は
、
古
く
か
ら
の

住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
急
な
坂
道
を
登
り

き
る
と
丘
陵
の
中
央
を
細
い
道
が
通
り
、
両

側
に
大
き
な
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
城

の
本
体
部
が
あ
っ
た
跡
地
な
の
で
あ
ろ
う
。

右
に
砦
と
な
っ
た
細
い
道
が
数
本
あ
る
。
堅

固
で
あ
っ
た
犬
田
城
を
想
像
で
き
る
。
丘
陵

は
比
高
差
10
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
、
急
峻
な
崖

が
取
り
巻
い
て
い
る
。（
写
真
②
）丘
の
北
側

は
低
地
で
、
か
つ
て
は
水
田
が
連
な
り
、
城

を
守
る
大
き
な
堀
の
役
割
を
果
た
し
た
の
だ

ろ
う
が
、
現
在
は
新
興
の
住
宅
地（
印
田
町
）

で
あ
る
。
東
は
谷
が
横
切
り
、「
堀
切
」
風

を
形
成
す
る
。
こ
こ
も
住
宅
が
埋
め
尽
く
し

て
い
る
。
西
に
大
き
く
天
野
川
が
流
れ
、
東

か
ら
南
へ
東
高
野
街
道
が
通
る
。
城
は
丘
上

を
活
用
し
た
砦
の
よ
う
な
規
模
で
あ
っ
た
と

想
像
す
る
が
、
こ
こ
に
総
勢
3
0
0
人
ば
か

り
が
立
て
こ
も
っ
た
の
だ
。
犬
田
城
の
戦
い

の
経
過
は
、
史
料（
大
乗
寺
社
寺
雑
事
記
）に

残
り
、
戦
国
の
も
の
と
し
て
貴
重
だ
と
い
う
。

現
地
に
「
犬
田
城
」
の
存
在
を
示
す
も
の
が

な
に
も
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

◇
家
督
争
い
の
そ
の
後

決
戦
後
、
両
畠
山
の
山
城
国
へ
の
軍
事
進

出
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
結
着
は
つ
か
ず
、

戦
い
が
延
々
と
続
き
、
耐
え
か
ね
た
山
城
国

人
の
国
一
揆
が
起
こ
り（
1
4
8
5
）、
両
軍

に
撤
兵
を
要
求
す
る
。
義
就
が
、
こ
れ
に
協

力
し
、
つ
い
に
義
政
、
義
尚
に
よ
っ
て
義
就

は
赦
免
さ
れ
る（
1
4
8
6
）。

延
徳
２
年（
1
4
9
0
）12
月
、
豪
勇
義
就

が
病
没
す
る
。
時
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
知
勇
兼

備
の
戦
国
大
名
と
し
て
、
信
長
ら
と
、
天
下

を
争
う
人
物
で
あ
っ
た
と
も
さ
れ
る
。
後
継

者
は
嫡
男
の
基
家（
も
と
い
え
）で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
明
応
の
政
変（（
1
4
9
3
）で
政

長
が
自
害
。
政
長
の
子
、
尚
順
と
基
家
が
戦

い
、
基
家
が
戦
死（
1
4
9
9
）し
、
そ
の
子

義
英
は
逃
亡
す
る
。

文
亀
４
年（
1
5
0
4
）、
京
都
で
土
一
揆

が
起
こ
り
、
徳
政
令
が
出
さ
れ
た
年
、
12
月
、

よ
う
や
く
尚
順
と
義
英
の
和
睦
が
成
立
す
る
。

家
督
争
い
で
両
家
と
も
力
を
す
り
減
ら
し
た

た
め
か
、
畠
山
家
の
子
孫
は
、
近
世
大
名
に

な
れ
ず
、
か
ろ
う
じ
て
政
長
系
の
子
孫
が
名

家
好
み
の
家
康
に
よ
っ
て
高
家
等
の
旗
本
に

と
ど
ま
っ
た
よ
う
だ
。

な
お
、
応
仁
の
乱
よ
り
以
前
に
畠
山
家
か

ら
分
家
し
た
能
登
畠
山
氏
は
、
二
代
目
が
七

尾
城
主
と
な
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
こ
ち
ら

も
高
家
旗
本
と
な
っ
て
い
る
。

（
参
考
、「
応
仁
の
乱
」
呉
座
勇
一
著
、

「
郷
土
枚
方
の
歴
史
」「
枚
方
市
史
第
２
巻
」

枚
方
市
、「
応
仁
の
乱
の
真
実
」
晋
遊
社
、

「
戦
国
時
代
前
夜
」
水
野
大
樹
著
）

戦
国
、
交
野
ケ
原

犬
田
城
の
攻
防

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編

North Notes of Historia

①村野駅の向こうに見える高い木のある丘に犬田城があった

②作座山の西端、切り立った崖地となっている



今
月
は
北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部（
以

下
「
青
年
部
」）地
域
活
性
委
員
会
の
櫻
井
壮

一
室
長
、
黒
野
正
法
委
員
長
に
創
立
40
周
年

で
掲
げ
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
45
周
年
へ
向

け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
発
表
お
よ
び
周
知
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
青
年
部

設
立
35
年
目
に
事
業
検
証
委
員
会
に
よ
っ
て

2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
2
年
に
向
け
た
検

証
活
動
を
行
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
今
の

青
年
部
を
進
化
さ
せ
る
促
進
剤
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
な
ど
も
あ
り
、
不
透
明
な
時
代

に
突
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
の
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
た
も
の
が
今
回
の
内
容

（
H
P
に
掲
載
）と
な
り
ま
す
。
創
立
40
周
年

の
節
目
に
社
会
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
し
、
北
大
阪
Y
E
G
の
使
命
を
果
た
し
続

け
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
５
年
後（
45
周

年
）に
目
指
す
た
め
の
行
動
指
針
に
な
り
ま
す
。

広
報
：
今
回
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た
理

由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

黒
野
く
ん
：
今
回
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経

験
し
、
先
の
見
え
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
た

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

時
代
に
打
ち
勝
つ
こ
と
の
で
き
る
持
続
可
能

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
内
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
『
想
像
を
超

え
た
未
来
を
こ
の
手
に
、
壮
大
な
未
来
を
こ

の
胸
に
!!
』
と
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
が
未

来
へ
向
け
て
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

広
報
：
な
ぜ
地
域
活
性
委
員
会
が
こ
の
周
知

を
行
う
の
で
す
か
？

黒
野
く
ん
：
北
大
阪
Y
E
G
宣
言
に
も
あ
る

よ
う
に
『
地
域
経
済
発
展
の
支
え
と
な
る
』

こ
と
か
ら
、
私
た
ち
の
委
員
会
が
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
し
て
は

H
P
に
動
画
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
わ
か

り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

広
報
：
過
去
５
年
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
、
次
年
度
新
し
く
未
来
プ
ロ

ジ
ュ
エ
ク
ト
が
発
足
予
定
だ
っ
た
り
、

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
ん
ど
ん
育
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

黒
野
く
ん
：
そ
う
で
す
ね
、
日
本

Y
E
G
で
も
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
が
あ

り
、
参
考
に
な
る
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
内
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
し
、

多
種
多
様
な
人
々
が
活
躍
で
き
る
組

織
作
り
を
行
う
』
と
あ
り
ま
す
。
特
に
女
性

が
活
躍
で
き
る
こ
と
が
地
域
活
性
や
組
織
強

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
そ
の
あ

た
り
な
ど
も
周
知
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
ね
。
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
の
こ
と
で
は
、
青

年
部
活
動
に
関
し
て
温
度
差
が
あ
る
の
が
実

態
で
す
。
そ
れ
を
な
く
し
て
い
き
、
み
ん
な

が
Y
E
G
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
事
業
を

や
っ
て
い
く
こ
と
も
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ

た
行
動
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
書
い
て
あ
る
通
り
、
行
動

を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
持
続
可
能
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
周
知

し
、
青
年
部
の
会
員
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
私
た
ち
の
役
目
で
す
。

広
報
：
そ
の
た
め
の
行
動
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

黒
野
く
ん
：
40
周
年
記
念
祝
賀
会
で
の
発
表

や
H
P
に
掲
載
し
て
い
る
動
画
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
委
員
会
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

広
報
：
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
難
し
い
こ
と
あ

り
ま
し
た
か
？

黒
野
く
ん
：
膨
大
な
手
書
き
の
資
料
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
読
み
解
く
の
が
大
変
で
し
た
。

ま
た
、
35
周
年
の
時
に
作
成
し
た
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
い
う
土
台
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
新
た
な
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

構
築
す
る
と
い
う
作
業
が
大
変
で
し
た
。
諸

先
輩
方
へ
の
敬
意
も
忘
れ
ず
、
時
代
に
合
わ

せ
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
置
い
て
、
取
り
組
ま
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
時
代
の
変
化
に
対
し

て
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
点
か

ら
も
深
く
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、V

U
C

A

時
代
を
ど
う
乗
り
越
え
て

い
く
か
な
ど
、
社
会
問
題
と
向
き
合
う
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
青
年
部
活
動
だ
け
で
な
く
、

そ
の
ま
ま
自
企
業
に
置
き
換
え
て
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
近
い
将
来
、
自
分
た
ち

に
降
り
か
か
っ
て
く
る
様
々
な
事
柄
に
つ
い

て
も
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
重
要
な
情
報
な
ど
を
し
っ
か
り
盛

り
込
み
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
思
い
も
受

け
止
め
、
45
周
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
北
大
阪
Y
E
G
40
周
年

の
記
念
式
典
に
て
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
動
画

を
流
す
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
た
折
に
は
、
歴
代

会
長
が
進
化
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
褒
め
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

広
報
：
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
青
年

部
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
欲
し
い
で
す
か
？

櫻
井
く
ん
：
た
だ
所
属
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

青
年
部
の
進
む
べ
き
方
向
性
や
真
の
愉
し
み

は
中
々
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
て
頂
け
れ
ば
、
今
後
ど

う
い
っ
た
方
向
に
進
ん
で
い
く
の
か
、
そ
の

中
で
、
青
年
部
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
役
割
を
再
認
識
、
柔
軟
に
対
応
に
で
き

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
そ
こ
を

意
識
し
て
も
ら
え
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
も
今
後
唱
和
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
10
年
先
、
20
年

先
ま
で
続
い
て
欲
し
い
の
で
、
私
た

ち
が
周
知
し
て
、
青
年
部
の
み
ん
な

で
丁
寧
に
一
つ
ず
つ
行
動
し
、
認
識

し
、
未
来
へ
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
良
い

と
思
い
ま
す
。

広
報
：
櫻
井
く
ん
、
黒
野
く
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

左：黒野正法くん　　右：櫻井壮一くん

中期ビジョンQRコード
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青年部 Young Entrepreneurs Group Information 青年部http://kitaosaka-yeg.jp/

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号　輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和４年度スローガン

令和４年度会長　柿 丸 　 裕

OPEN A NEW ERA！新時代を切り開け！

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

第267号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition



◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで

日本三大和牛の米沢牛が関西で味わえる貴重な焼肉店です！
「タン」は当店人気商品です。希少価値が高く、なかなか手に入
らない和牛タンを贅沢にカットして提供しています。またハラ
ミやたくさんの希少部位、ホルモンなど、自慢のお肉をぜひ一
度味わってみてください！
店内は落ち着いた雰囲気で、大人の時間を堪能いただけます。
カップルやご夫婦、ご家族連れ、また大切な記念日などにもぜ
ひご利用ください。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
地域の皆様に “こんなお店があるんだ” と知って頂き、お越し頂けたらとの想いで写真と記事を
掲載しています。おすすめのお肉や店内紹介などを掲載しています。

「まいぷれ」がお店とお客様のいい架け橋になるといいなと思っています。
-----  焼肉 旨い牛　鳥山弘行 様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

〜 焼肉　旨い牛 〜

名　　称　焼肉　旨い牛
住　　所　枚方市元町7-16 ハヤロク公園ビル地下102
電話番号　072-807-5343 ひらかたポイント協力店
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Local information Local Information

　当所と枚方信用金庫は、管内の中小企業支援充実と地域産業の振興を図るため、枚方市・寝屋川市・交野市
と３者連携協定を結びました。今後、組織的な相互支援体制を強化するなどスピード感をもって中小企業の支
援を充実させ、連携協定事項に係る具体的な取り組みを実施していきます。
　今般は連携事業のひとつとして推進していく枚方信用金庫と当所で連携する融資制度をご紹介します！

北大阪商工会議所 地域振興課 制度融資担当
☎072-843-5152╱FAX 072-841-0173

大阪府制度融資  開業サポート資金
【地域支援ネットワーク型】

融資限度額：3,500万円
利　　　率：1.２％
※女性・若者・シニア・UIJターン特例は1.0％

融 資 期 間：７年以内
据 置 期 間：12か月以内
信用保証料率：0.5％
担　　　保：不要

大阪府制度融資  小規模企業サポート資金
【地域支援ネットワーク型】

融資限度額：2,000万円
利　　　率：1.4％
融 資 期 間：７年以内
据 置 期 間：６か月以内
信用保証料率：0.5～2.2％
担　　　保：原則不要

創 業 支 援 小規模事業者支援

お 申 し 込 み
お問い合わせ

ぜひお気軽に
お問い合わせください

北大阪商工会議所と枚方信用金庫が
連携して管内事業所を強力にサポート！

管内３市（枚方市・寝屋川市・交野市）・北大阪商工会議所・枚方信用金庫との連携協定事業

制度融資等の定例相談

日　時：毎月第２水曜日　9：00～17：00
　　　　　※予約制　事前に以下までお問い合わせください。

場　所：北大阪商工会議所
　　　　（枚方市車塚１丁目1-1 輝きプラザきらら６階）

小規模事業者経営改善資金融資制度

北大阪商工会議所 中小企業相談所 TEL（072）843-5154／寝屋川支所 TEL（072）828-5151／交野支所 TEL（072）892-6700
※ご利用いただける方の対象など、　詳細はお問合せください。

お問い合わせ先

無 担 保

無保証人

低 金 利
ご利用の
手続き ご相談

お申込
商　工
会議所

推薦 ご融資
日本政策
金融公庫

この制度は、小規模事業者の経営改善が促進されるよう設けられたもので、多くの事業所で活用されております。融資は、商工会議
所の経営指導を受けて経営の改善をしていこうとする方に、商工会議所の推薦により、保証人も担保も不要で、しかも低金利で日本
政策金融公庫から貸し出されるものです。

マル経融資マル経融資のご案内のご案内

融資額 2,000
 万円以内

融資
期間

運転資金７年以内

設備資金10年以内
利 率 年利1.21%

（令和５年１月１日現在）

【 一般枠 】 【 新型コロナウイルス対策別枠 】
別枠で1,000万円

（条件有り）
融資額 年利0.31％ 利 率

（令和５年１月１日現在）

・当初３年間の特別利率
・利子補給により実質金利ゼロ



お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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建物の様々な管理にお困りのオーナー様に朗報!!

一般労働者派遣随時登録┃清掃・警備・設備社員随時募集

■総合ビル管理■病院清掃■警備業務■一般労働者派遣 etc.お気軽にお問合せ下さい。

地元で愛され56年、更なる安心・安全で皆様に貢献していきます

ビル・病院・施設等の総合管理
我々が一括管理致します。

TEL.072-834-2927
枚方市出口３-１-20（FAX.072-834-0417）

大建管理株式会社
URL http://www.daikenkk.com/
E-mail daikenkk@ninus.ocn.ne.jp



会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  4,000会員4,000会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等3,600社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※  なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも3,600の会員企業や北大阪の企業人1,500人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告を始めます！
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。

北大阪商工会議所 総務部
The NORTH 編集室

TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!

肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

枚方市尊延寺899-2
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Trivia

令和５年１月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　運動脳 アンデシュ・ハンセン著(サンマーク出版 ¥1,650)

2 位　安倍晋三総理が闘った朝日と文春
 花 田 紀 凱 著(産経新聞出版 ¥968)

3 位　自民党の統一教会汚染追跡3000日
 鈴木エイト 著(小学館 ¥1,760)

4 位　回想十年 吉 田 　 茂 著(毎日ワンズ ¥1,210)

5 位　バカと無知 橘 　 　 玲 著(新潮社 　¥968)

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.59

2.61

2.33
2.5
2.7
2.9
3.1

10月９月８月７月６月R４.４月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.73

1.35
1.30

1.41.4

1.6

1.8

2.0

10月９月８月７月６月R４.４月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（10月末人口）
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市396,836

190,036 206,800
184,875

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市227,783

109,890 117,893 112,178

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,427

37,235 40,192
33,768

2022年11月19日～ 2022年11月25日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking


